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良質米生産のための体内養分の動向と水稲形質について
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: 目     的

良質米生産における施肥法を確立するため,土壌型を異

にする県内3カ 所の回場に於いて施1巴量 ,追肥等を変えて

ササニシキを作付けし,土壌窒素及び稲体窒素濃度と水稲

形態の関係 l・
‐ついて検討 した。

2 試 験 方 法

1 試験区の位置および土壌条件

中央 (秋田): 雄物川沖積土,作土LiC,幡野統

県南(仙北 ): 雄物川沖積土 ,作土HO,田川統

県南(千畑 ): 黒色■tl腐植型,作土L,石本統

2 基 B巴 量 (窒素成分 )

秋田;0,2,4,仙 北 ,0, 2,4,千畑 ;0,3,
6″/10a
3区  数

秋田 ;8 仙北 ;6 flu'3区  合計 17区

以上の地点での結果を総合 して考察を行なつた。

3 試 験 結 果

1 土壌窒素と初期茎数

秋田県の場合,例年6月 25日 前後が有効茎決定期にあ

たり, この時期の茎数は5月 中,下旬,つまり移植直後の土

壌窒素 と相関が高 く,6月 上旬に入るとむしろ最高分げつ

期の茎数増に関係するようである。つまり有効茎決定期の

茎数は基肥量 と相関が高い。

例えば土壌窒素3ψ では400本 ,6り では600本 /″ の

茎数となり,図 1よ リササニシキは ヨヽニツキに比 してよ

り低濃度の窒素で茎数 を確保 しやすいことを示 している。

しかし,移植後から有効茎決定期まで, この濃度を維持

するのではなく,5月 下旬までは5%,6月 に入つてから

は3影/1∞ ′乾土を維持して早期有効茎確保および過剰分

げつlll制 を計る。

2 生育中期の分げつ抑制と土壌窒素

最高分げつ期から穂首分化期にかけてのELH窒素は 2

″/1∞ ′乾土以上で急激な無効茎増加をもたらす。また

この時期は稲体の乾物増加が指数的増加をする直前でもあ

り,稲体の窒素濃度が高くなりやすい。この時期になお過

剰な窒素供給があって,その結果稲体窒素濃度が3¢ 以上

になると下位節間 ,つまり第 4～ 5節間の合計が12昴以上

になって倒伏の原因となる。
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図2 出穂35日 前の稲体N%と 下位節間長

3, 一穂粒数に対する出穂35日 前の稲体窒素濃度

出練35日 前の稲体窒素濃度 と一穂着粒数間には相関が

みられ,28%を こえると80粒/穂以上となり,2次枝梗粒

数比が高まり登熟歩合低下の原因となる。 2, 3よ り出穂

35日 前の稲体窒素濃度は25%目標が望ましい。

4 出穂期の窒素吸収量と総籾数

出穂期までの窒素吸収量に応 じて総籾数は増llす るが

吸収量が10鬱/10aで籾数38× 104粒/ノ 程度となり,
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図 1 田植時の土壌窒素と6月 28日 の茎数
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窒素吸収量

図3 出穂期の窒素吸収量と総籾数

これ以上の窒素吸収は籾数生産に対 して効率的には働いて

いない。一方, トヨニツキでは同 じ窒素吸収量でもササに

比 して5千粒/″ 程度少なく,窒素当りの籾生産能力はサ

サニシキの方が勝つている。この総籾数を校梗″1に みてみ

ると, 1次枝梗着粒数は窒素吸収量が増 しても18X104

粒/プ の範囲内にあり,無肥料を除いては増減が少ない。

しかし2次枝梗着粒数は窒素吸収量に応 じて増加してゆく。

つまり出穂期の吸収量が10り/10aを こえると19X104

粒/メ 以上となり,2次校梗着粒数が1次 のそれをこえる

こととなり,2次枝梗粒への依存度が高くなって,穂数型品

種であるササニツキにとっては登熱に対 し不利な形となつ

てくる。

5 出穂期の窒素吸収量 と玄米収量

出出穂期まで85～ 10′られOa程度の窒素吸収量があつ

た場合は7∞″/10aの収量が得られたが, これより少なく

とも多くとも収量が減る傾向がみられた。少ない場合は茎

数不足による総籾数不足がその要因 とみられるが,多い場

合は逆に総籾数過多,特 に2次枝梗着粒数増加による登熟

不良にその原因がある。
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6 枝梗別メ当り粒数と登熟歩合

他の品種でも言える事であるが,ササニッキの場合,

1次枝梗粒数増加による登熱歩合の低下は極めて少なく,

″当り2万 2千粒でも90%以上の登熟歩合を確保している

のに比 して,2次枝梗着粒では60%を 切っており,2次枝

梗の適正登熟歩合とみられる75%以上を確保するためには

1万 9千粒から1万 7千粒/″ 程度にすることが必要と考

えられる。以上の事から,ササニシキの籾数確保には 1次

枝梗着粒数で総籾数を確保し,2次枝梗着粒数を抑えた方

が登熟の面から有利である。そのためには粒数を穂数で確

保することであり,早期有効茎確保および生育中期の稲体

窒素濃度を抑える方法が重要となつてくる。
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図5 枝梗月1″ 当り粒数と登熟歩合

7 収穫期の窒素吸収量 と精玄米重

700り/102以 上の収量を得るには,15″/10a程度

の窒素を収穫期まで吸収させる必要がある。出穂期までに

望まれる吸収量が10し/10aで ぁつた事から,出穂以後全

窒素吸収量の1/3を 吸収,同化する必要がある。これは施肥

窒素だけでは対応不能 と考えられるので,地力窒素による

供給が期待できる土壊作りがその基本になると考える。ま

た,こ れを吸収 ,同化可能な稲づ くり,特 に根の機能を後

期まで健全に保つ.肥培管理が強 く要求されることになる。

4   要

良質米生産における施肥法を確保するため,ササニツキ

を用い,施肥窒素量を変えて体内養分と水稲形態の関係に

ついて検討 した。その結果,初期茎数の確保は移植時の土

壌窒素濃度と正の相関がみられた。しかし,出穂35日 前に

はILA窒素2″/100,以 下になるようにしないと無効茎が

増大する。また,こ の時期の稲体窒素濃度が28%を こえ

ると下位節間の伸長をまねくとともに,―■l粒数は80粒以

上となり,2次枝梗粒数比率が高まり登熟歩合の低下につ

ながる。玄米重 700″/10a以 上の収量 を得るには,出穂

までに10り/10a,出穂後 5の/10a,合計 15場40a程度

の窒素吸収量が必要であり, これを満足させうる基盤作 り

と根の健全性維持が重要となる。
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図4 出穂期の窒素吸収量と精玄米重


